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1 日向夏みかんに含まれる骨代謝改善物質

2 アンチトロンビンの胎盤組織に対する作用機序解明に関する研究

3 ラット虚血性脳障害におけるプロテオグリカンの変化に関する研究
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研究概要

1)　日向夏みかんに含まれる骨代謝改善物質
2)　アンチトロンビンの胎盤組織に対する作用機序解明に関する研究
3)　ラット虚血性脳障害におけるプロテオグリカンの変化に関する研究

１ 日向夏みかんに含まれる骨代謝改善物質
日向夏みかんの水性抽出物に、骨代謝を改善する物質が含まれていることが明らかになり、アラ
ビノガラクタンであることが判明しました。骨粗鬆症の予防に応用できる可能性がある以外に、日
向夏みかんに付加価値をつけることが出来るのではないかと思っています。現在、人での有効性
を証明するための研究を行い、論文作成中です。

２ アンチトロンビンの胎盤組織に対する作用機序解明に関する研究
アンチトロンビンは、トロンビン活性を阻害するペプチドですが、それ以外にも種々の生理活性を
持っている可能性があります。我々は、ある疾患に対してアンチトロンビンが有効ではないかと考
えていますが、その作用機序は不明です。作用機序を解明するために、胎盤組織を使用して検討
しています。

３ ラット虚血性脳障害におけるプロテオグリカンの変化に関する研究
神経組織が再生するためには、神経細胞が再生するのみでなく、正しい場所にシナプスを作る必
要があります。脳の発生過程では、神経線維が正しい方向に伸長するためには、決まった場所に
プロテオグリカンが産生されることが必要だとわかっています。我々は虚血による脳障害後のプロ
テオグリカンの変化を研究することが、脳障害の治療につながる可能性があるのではないかと考
え研究を続けています。
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